
脳卒中予後（平成30年度）について

脳梗塞・脳卒中全体における予後について、旭中央病院退院時における「自宅」及び「死亡」の割合は異なり、
「施設」及び「病院」はほぼ同じだった。
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※ 回復期病床、一般・地域包括ケア病床の内訳を示したもの（回復期病床予後を利用）
※※ 基本的には療養病床を持つ病院になるが、一部療養病床を持たない病院（急性期など）が含まれる。
※※※ 平成30年度における旭中央病院・イムス佐原リハビリテーション病院の退院患者データを基に事務局にて作成


